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航航空空写写真真でで比比較較すするるとと  

(ｍ) 

1982 年年 1995 年年 2002 年年 

  

2009 年年~2011 年年にに週週

１１回回のの現現地地計計測測をを実実

施施ししたた。。３３年年間間ののデデーー

タタをを基基にに検検討討中中。。 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

 水水面面利利用用施施設設にに堆堆積積すするる土土砂砂をを抑抑制制すするる構構造造物物をを検検討討しし，，そそのの効効果果をを検検証証すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 砂砂浜浜のの汀汀線線変変化化やや河河口口位位置置のの変変化化ににつついいてて，，計計測測ししたたデデーータタかからら砂砂移移動動ののメメカカニニズズムムをを把把握握すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水理理実実験験装装置置  開開水水路路（（DD00..66mm,,HH00..44mm,,LL99..00mm））  最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn  断断面面２２次次元元造造波波水水路路（（DD00..66mm,,HH00..88mm,,LL2244..00mm））  最最大大波波高高  2200ccmm  

水水理理実実験験装装置置  管管水水路路（（φφ8800,,φφ5500,,LL44..00mm））  最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

河河川川のの土土砂砂堆堆積積やや海海岸岸のの汀汀線線変変化化ななどど，，流流れれやや波波のの解解析析  

 

氏氏名名：：      田田安安正正茂茂／／TTAAYYAASSUU  MMaassaasshhiiggee  EE--mmaaiill：：  ttaayyaassuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  土土木木学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，応応用用生生態態工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  氾氾濫濫解解析析，，河河道道内内土土砂砂堆堆積積，，漂漂砂砂，，海海岸岸地地形形変変化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・河河道道内内やや水水路路内内のの流流れれにに関関すするる技技術術ににつついいてて  

・・海海岸岸のの砂砂浜浜やや構構造造物物にに関関すするる技技術術ににつついいてて  

  

  

 

(ｍ) 

構構造造物物設設置置前前のの河河床床地地形形  構構造造物物設設置置後後のの河河床床地地形形  

高高水水敷敷をを凹凹状状にに設設置置さされれたた水水面面利利用用施施設設内内にに土土砂砂がが堆堆積積すするる。。そそここでで，，構構造造物物をを設設置置しし，，流流れれをを施施

設設内内にに引引きき込込んんでで，，土土砂砂のの体体積積をを抑抑制制すするる。。 

水水のの流流れれ  水水のの流流れれ  構構造造物物  

─93─




